知つておまたいこと 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。 

インターネ 、ソ トアプライアンスサーバじついて（一2ぺージ） ..... インターネ 、ソ トアプライアンスサーバファミリー 



や製品の特長-機能について説明しています。 

を部のを称と機能(一9ページ） . 

. 本体のを部のを称やランプ表示の意巧について説 

明しています。 

運用時の操作(一13ページ） . 

. 日常の運用の際に知っておいていただきたい機能 

や操作方法について説明しています。 








インターネットアプライアンスヴーバについて 

お買い求めになられたインターネ、ソトアプライアンスサーパシリーズ 「 Express 5800 / MailWebServer 」 に 
ついて説明します。 


インターネットアプライアンスヴーバとは 


けール-イン-ワン」から r ビルドア、ソ 
プ」へ。 

インターネットビジネスやデータセン 
タサーバ化社会において大量のデータ 
を高速に処理するために開発されたの 
が、「インターネットアプライアンス 
サーバ」です。 

お使いになる環境や用途に応じて必要 
となる機能を備えたサーバを追力□する 
ことでシステムをビルドア、ソプするこ 
とができます。 


1台のラックにそれぞれの機能を持つサーバを 
搭載(クラスタ構成も可能） 




インターネ、ソトアプライアンスサーバの主な特長と利点は次のとおりです。 

• 省スぺース 

すべてのモデルに厚さ 1 U (ユニ、 ソト）の コン パクトな崖体を採用。 

• 運用性 

運用を容易にする管理ツール。 

• クイックスタート 

Web ベースの専用設定ツールを標準装備。短時間(約5分)で初期設定を完了します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々の 
ユニットに抑えられます。また、絞り込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発 
生時の原因の殺り込みが容易です。 
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• 高い拡張性 

専用サーバとして、機能ごとに単体ユニットで動作させているためじ用途に応じた機能 
拡張が容易に巧能です。また、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステム 
を拡張していくことができます。 

• コストパフオーマンスの向上 

専用サーバに最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を磕保 
できます。また、単機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低 
コスト化が実現されます。 

♦ 管理の容易性 

環境設定や運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設定のみで 
す。そのため、導入-運用管理が容易に行えます。 

インターネ、ソトアプライアンスサーバファミリーには、目的や用途に応じて次のモデルが用 
意されています。 

♦ MailWebServer 

Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などイン 
ター ネットサーバとしての必要となるサービスを提供するサーバです。 

♦ CacheServer 

Web アクセス要求におけるプ□羊シでのヒット率の向上 (Forward Proxy ) を目的とした 
サーバです。 

♦ FirewaNServer 

インターネットと接続した企業ネットワークをか部からの不正なアクセスから守るファ 
イアウォール専門のサーバです。 

♦ LoadBalancer 

複数台の Web サーバへのトラフィ、ソク（要求）を整理し、負荷分散によるレスポンスの向 
上を目的としたサーバです。 

♦ VirusCheckServer 

インターネット経由で受け渡しされるファイル(電子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□ー ドしたファイル)からを種ウィルスを橫化/除去し、オフィスへのウィルス 
侵入、外部へのウィルス流化を防ぐことを目的としたサーバです。 


知つておさたいこと 
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特長と機能 



性能 


• Intel® Celeron® プ□セ、ソサ （733MHz) を搭載 
• 高速 100 目 ASE-TX/10BASE-T インタフエース 

(100Mbps/10Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス 

• SMTP や P0S3、IMAP4 などインターネット標準 
プロトコル(こ対応 



信頼性 


• メモリ監視機能 （1 ビット エラー 訂正/2ビ 、ソトエ 
ラー 横化） 

• メモリ縮退機能(障害を起こしたデバイスの論理的な 
切り離し） 

• バスパリティ エラー お出 

• 温度お知 

• 異常お知 

• 内蔵ファン回転監視機能 

• 内部電圧監視機能 

• フ□ントべゼルじよるセキュリティ□ック（ラック搭 
載時） 

• SSL (こ対応 

• 複数台の MailWebServer と Express 巳800/ 

LoadBalancer (別売品）を組み合わせること(こより複 
数の MailWebServer に負荷を分散し（□ー ドバラン 
ス）、レスポンスを高めるクラスタ環境の構築が可能 

• ディスクの二重化（ミラーリング）サポート 



• ESMPR0 (複数のサーバの稼働状ミ兄を 「ESMPRO」 で 
統合的(こ運用-管理することができる） 

• MWA (Management Workstation Application) 



励長性 


• PGI バス （1 ス□、ソト） 

• 最大 768M 目の大容量メモリ 

• LAN ポートを2ポート標準装備 

0ぐに使える•設定できる 

• 初期導入設定用ディスクをセットして、電源を 
ON にすればセットアップ完了 
• バックアップ CD-ROM とインストールディスク 
ですぐ(こ再インストール 

胃富な機能搭載 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 

• Mail サーバ機能 

• Web サーバ機能 

• FTP サーバ機能 


图スぺ-ス _ 1=1己診断機能 

• 高さ 1 U (約 44mm) のラ、ソクマウントタイプ • Power On Self-Test (POST) 

• システム彰断 ( T&D) ユーティリティ 

固守機能 _ 

• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 mmm 

[ P 利なセットアップユーティリティ 

• Management Console 
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MailWebServer は、 ISP / ASP などをくのサーバの運用に適したインターネットサーバで 
す。 Web サーバや FTP サーバによる情報発信や電子メールの運用-管理を行います。に P / 
ASP にはもちろん、 SSL にも対応しているので、高いセ车ュリティが要求される商取引や企 
業-支店間での情報共有などの用途にち適しています。 

単純な導入であれば30分でシステム構築ができ、すべての機能は Web ブラウザから 
fManagement Console 」 じ接続することで容易じ管理することができます。 

MailWebServer は、次のような機能を提供します。 


メールサーバ機能 

メールの送受信に必要な基本機能に MTP / POP 3/ IMAP 4 サーバ)に力□え、さまざまなが力□機 
能を備えています。 

• SPAM メール/不正中継対策機能 

特定のドメイン ( IP アドレス)からのメール中継や発信メールを拒絶したり破棄したりする 
機能を個別に設定することができます。これにより、 SPAM メールト方的に不特定多数じ 
送付されるメール)や不正にメールサーバを利用されることを防止することができます。 

• WEBMAIL 機能 

Web ブラウザを利用してメールを送受信することができます。この機能を利用すると 
Web ブラウザが利用できる外化先-自宅のコンピュータや携帯電話から自分宛のメール 
を参照/発信をすることができます。 

• 認証/暗号化機能 

REPLAY 攻撃による不正なメール参照を防ぐために POP 3 - IMAP 4 プ日トコルそれぞれ 
じ(下のような認証機能を備えています。 

- POP 3: APOP 認証、 CRAM - MD 5 認証 
- IMAP 4: CRAM - MD 5 認証 

また、メールサーバとールクライアント闇の通信を暗号化する、 POP 3 over SSL 、 
IMAP 4 over SSL を利用することで情報漏瑰を防ぐことができます。 

参メーリングリスト機能 

メーリングリストの作成-管理を Web ブラウザ経由で 「Management Console 」 にアクセ 
スすることで誰にでち行うことができます。 

• メール参照機能 

MailWebServer が提供する POP 3/ IMAP 4 サーバ機能は標準プ日トコルの機能のほか、 
拡張機能も備えており幅広いメールソフトで利用できます。 

- POP 3: TOP 、 UID し STLS 拡張 

- IMAP 4: IMAP 4「 ev 1、 DELE 、 UTERAL +、 UIDPLUS、STARTTLS 
また、 IMAP 4 にある SEARCH 機能は日本語で横索ができます。 

• EXP 旧 E 機能 

メールの保を期間をユーザ単位に設定し、設を期間を経過したメールを自動的に削除す 
ることができます。 


知つておさたいこと 


己 




Web ヴーバ 機能 

MailWebServer の Web サーバ機能には多種多様な Web システムを構築できるようにさまざ 
まなが力□機能が備わつています。 

• 暗号化機能 

秘密鍵と証明書を rManagement Console 」 から作成し、すぐに SSL 通信を使用した Web 
サイトの構築ができます。 

• C 呂 i プ□グラム機能 

cgi プ□グラムで書かれたデータ集計処理ページや、データ登録-管理などを行うページ 
を作成することができます。また、 CGI プ□グラムで利用できるスクリプト言語は Perl 、 
Ruby 、 Python 、 PHP と主に利用されている言語に対応しています。 


その他機能 

• 仮想ドメイン機能 

1台のサーバに複数のドメインを割り当てる機能です。 

Web サーバで利用すれば、複数のサービスをドメイン単位で割り当てて1台のサーバで 
運用し、将来システム負荷分散が必要になった時点でドメインごとに新しく用意した 
サーバに移設といった運用が巧能となります。 

また、メールサーバ■ユーザー管理面では、同じユーザーをでの登録が必要となったと 
き異なるドメインにユーザーを割り当てることで、同一のユーザーをを作成することが 
できるようになります。 

• QUOTA 機能 

メールや Web コンテンツを保をするためのディスク容量を、ドメイン/ユーザー単位で 
制限することができます。 
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添付のディスクについて 


本装置にはセットアップや保守-管理の際に使用する CD - ROM やフ□、ソピーディスクが添付 
されています。ここでは、これらのディスクに格納されているソフトウェアやディスクの用 
途について説明します。 

I n-O 添付のフ□ッピーディスクや CD - ROM は、システムのセットアップび完了した後でも、シ 
ステムの再セットアップやシステムの保守-管理の際に使用する場合びありまず。なくさな 
いように大切に保存しておいてください。 

• バックアップ CD-ROM 

システムのバックアップとなる CD - ROM です。 

再セットアップの際は、この CD - ROM と添付の r バックアップ CD - ROM 用インストール 
ディスク」を使用してインストールします。詳細は60ページを参照してください。 

バックアップ CD - ROM には、システムのセットアップに必要なソフトウェアやを種モ 
ジュールの他にシステムの管理-監視をするための専用のアプリケーション 「 ESMPRO 」 
が格納されています。システムじ備わった RAS 機能を十分に発揮させるためにぜひお使 
いください。8ページを参照してください。 

参保守•管理ツール CD-ROM 

本体およびシステムの保守-管理の際に使用する CD - ROM です。 

この CD - ROM には次のようなソフトウェアが格納されています。 

-保守-管理ツール 

再セットアップの際に装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティション（保守パーティション）を作成したり、システム診断やオフライ 
ン保守ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細 
は128ページを参照してください。 

- MWA 

システムが立ち上がらないようなときに、リモ ー KLAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレクト接続)で管理コンピュータから本装置を管理する時に使用する 
ソフトウェアです。詳細は138ページを参照してください。 

• 初期導入設定用ディスク（フ□ッピーディスク） 

初期導入時の設定情報を書き込みます。設を情報の作成や変更をする r 初期導入設定ツー 
ル」も含まれています。 

• バックアップ CD-ROM 用インス!ルディスク（フ□ッピーディスク） 

システムの再インストールの際に使用します。 


知つておさたいこと 
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ESMPRO 


忙 SMPRO ®」 は、 NEC が提供するサーバ管理-監視ソフトウエアです。 

システムの稼動状ミ兄や障害の監視をリモートで行い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に 
迅速に対応することができます。 



ESMPRO/ServerManageri 


本装置を運用する際は、 ESMPRO を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようム 
がけてください。 

添付の CD-ROM r バックアップ CD - ROM 」 にはシステムを監視するソフトウェア 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 と ESMPRO / ServerAgent がインストールされたシステムを管理するための 
ソフトウェア 忙31\/|ド1^0/5がソ6「1\/|311996「」が格納されています。 

ESMPRO / ServerAgent はあらかじめシステムの一部として装置に組み込まれています。ま 
た、再インストールの際にも自動的にインストールされます。 

[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「はネ、ソ トワー ク 上のコン ピュータに インストールします。 
ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerManager の詳總ま、5章を参照してください。 

ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . 2.0 ( UL 9005 -201) 」を参照してください。この説明書 
は ESMPRO 製品を活用するためのガイドです。 

また、 ESMPRO には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源管理、 
ストレージ管理を行う専用のアプリケーシヨン作 SMPR 0 プ□ダクト）が用意されています。 
ESMPRO プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合 
わせ < ださい。 
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各部の名祿と機能 


本体のを部のを称を次に示します。ここでは、本装置で使用するコネクタやランプのみ説明します。 


本巧前面 


① フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添が 
のセ丰ュリティキーで□ックすることができる（一13ペー 
ジ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリティキーの差 
し a 。 

③ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （^1 1ぺージ)。 

④ STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

本体の状態を表示するランプ。正常に動作している闇は緑 
色に点灯する。異常が起きると緑色に点滅、またはアン 
バー色に点灯/点滅ずる（一11ページ)。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色） 

取り付けているディスクが動作しているときに点灯する 
(一11ページ)。 

⑥ UID (ユニット ID ) ランプ(黄色） 

装置を識別するためのランプ(一11ページ)。ランプ点灯中 
をメンテナンス中とした場合、本体前面/背面からメンテ 
ナンス中の装置を見分けることができる。 

⑦ ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデバイスと 
リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する（^12ぺージ)。丸数字の後の数 
字は「1」が LAN ポート1 ( 標準 LAN ) 用のランプで、「2」が 
LAN ポート2(拡張 LAN ) 用のランプを示す。 

⑧ 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを巧う装置(一17ページ)。 

(8)-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 ディスク挿入 □ 

(8) -3 イジェクトボタン 

⑨ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM の読み出しを行う装置卜19ぺージ')。 

(9) -1 ディスクアクセスランプ 
(9)-2 CD トレーイジェクトボタン 
(9)-3 エマージェンシーホール 


③④⑥ 


© 今 


已 



人 


ACT/ 

LNK1 


ACT/ 

LNK2 


⑥ @-1 ⑩ -2 



⑩ POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチト14ぺージ ) 。一度押ずと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押す 
と電源を OFF にする。4秒 J ：_ i 上押し続けると強制的に 
シャットダウンする。 

⑩ UID (ユニット ID ) スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するスイッチ。 
スイッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
ずと消灯する（一16ページ)。 

⑩シリアルポート2に 0 M 2) コネクタ 

管理コンピュータと接続するためのコネクタ。通常は使用 
しない。 

⑩ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 


知つておさたいこと 
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本巧背面 


シリアルポート1 ( COM 1 ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する(一37ペー 
ジ） 

LAN コネクタ 

100 BASE - TX /10 BASE - T と接統するコネクタ（一37ぺ一 
ジ)。 LAN 上のネットワークシステムと接続する。丸数字の 
後の数字は「1」が LAN ポート1(標準 LAN ) で、に」が LAN 
ポート2(拡張 LAN ) を示す。 

ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデバイスと 
リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する12ページ)。 

100 TX ランプ(黄色） 

ネットワークポートが10日 Mbps で動作しているときに黄色 
に点灯する。1日 Mbps で動作しているときは消灯する12 
ページ）。 




冒冒端 


③④③④ ⑥ 


⑥ POWER ランプ(緑色） 

電源を〇^こすると緑色に点灯する11ページ)。 

⑥ UID (ユニット ID ) ランプ(黄色） 

本体を識別するためのランプ(一11ページ)。ランプ点灯 
中をメンテナンス中とした場合、本体前面/背面からメン 
テナンス中の装置を見分けることができる。 

⑦ 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（^37ぺージ)。 


本な巧部 


③ -3 


③④⑥ ⑥ 


八ードディスクベイ（八ードディスクを搭載済 
み） 

ぶ却ファン(丸数字の後の数字はファン番号を示 
す） 

リチウム電池 

コンフィグレーションジャンパ 
PCI ス □、ソ ト 
マザーボード 

DIMM (ち図の下から DIMM #1 一 DIMM #2一 
DIMM #3, Slot #1に1枚標準装備） 

プ□セ、ソサに PU ) 



① 


② 


③ 


④ 


3 屋 ③④肩 ⑥ Q ^ 
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ランプ 


本体前面には8つ、背面には6つのランプがあります。ランプの表示とその意□ホは次のとおり 
です。 


POWER ランプ ( の） 

本体前面と背面にを1個あります。電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。 


STATUS ランプ ( み） 

本体前面にあります。本体が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 
STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点な/点滅してい 
るときは本体になんらかの異常が起きたことを示します。 

異常が起きたときは保守サービス会社に連絡してください。 

• ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに 、 Management Console からシャットダウ 
ン処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン 
処埋ができない場合はリセット、強制電源切断をするか (22 ぺージ参照）、一度電源コー 
ドをなき差しして再起動させてください。 


DISK ACCESS ランプ ( 目） 

本体前面にあります。 D に K ACCESS ランプは本体内蔵の八ードディスクや CD - ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点なします。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面じを1個あります。本体前面にある UID スイッチを押すと点なしもう一度押 
すと消なします。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときな 
どに使用することができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを 
点なさせておくと、対象装置を闇違えずに作業することができます。 


知つておさたいこと 








ACT/LINK ランプ (ACT/LNKl ， ACT/LNK2) 

本体前面と背面 ( LAN コネクタ部分)じを 2 個あります。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□ーラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分じを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが100目 ASE - TX か、 10 BASE - T のどちらのネットワークインタフエースで動作され 
ているかを示します。点灯しているときは、100目 ASE - TX で動作されていることを示しま 
す。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 



運用時の操作 


電源の ON / OFF の方法など日常の運用で知っておいていただきたい操作手順について説明します。 


フロントべゼル〜取り付け•取りかし〜 


ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフ□ントべゼルを取り外します(卓上に設置した場合は、フ□ントべゼル 
を取りがけることはできません）。 

I M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
Bra ん。 


キース □、ソ ト(こ添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽く押しなが6 
回して□ックを解除する。 


2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前 
に引<。 

3. フ□ントべゼルを左(こ少しスライドさせ 
てタブをフレームか6かして本体か6取 
り外す。 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームじ 
引っかけるようにしながら取りがけます。取 
りがけた後はセ丰ュリティのためにち羊一で 
□ックしてください。 





知つておさたいこと 
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POWER スイツチ〜電源の ON/OFF 〜 


電源を ON にする場合は、本体前面にある POWER スイ、ソチを押します。 
次の順序で電源を ON にします。 


1 . ラックに搭載している場合は、フ□ントべゼルを取り外す。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクをセットしていないことを確認する。 

3. 本装置(こ接続している周辺機器の電源を ON (こする。 

I チェック I 

無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 

4. 本体前面にある POWER スイ、ソチを押 
す。 

本体前面および背面じある POWER ラン 
プが緑色に点灯します。電源を ON じして 
か6しば6くの間、自己彰断プ□グラム 
(POST) を実行し、本体の彭断が行われ 
ます。 POST を完了すると、システムが 
起動します。ネットワーク上のコン 
ピュータか 6Web ブラウザを使って、シ 
ステムの稼働状態を見ることができま 
す。詳しくは、3章を参照してくださ 
い。 


辩晋。器。を。。。。。。。。。。。。。。。。 

。口 1 レ0 §§§ 日® V /© 〇 


POWER スイ、ソチ 


• L 回 

電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5秒間）。初期診断中は POWER 
スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほど時間をおいてから POWER ス 
イッチを押してくださし、。 


14 

















電源の OFF は、次の順唐で行います(本体前面にある POWER スイッチを押してもシャットダ 
ウン処理後に電源は OFF になります）。 


1 . クライアントマシンで Web ブラウザを起動する。 

2. [アドレス](または[場所]など）(こ rhttp://< 本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN>: 
己0090/」を指定する。 

[Management Console] の画面が表示されます。 


3. [管理者用]をクリックする。 

ユーザーをとパスワードの入力を要求さ 
れます。 


「刀•イルの顆1(邑哀を M t 




Management Console 



NECCopyrightCC) NEC Corporation 2000 -2001 


4 .[ユーザーを]は、 rsdmin」、 パスワードは 
2章の r 初期導入設定用ディスクの作成」 
で設定したパスワードを人力する。 

[トップ]シートが表示されます。 




2-ザ-をとバスワードを入力してください。 

サイト XXXX 

饋域 Management Console Access Control 


h?ixi 


ユーザーを(ぶ ' [admin 

バスワードを） ■ [#*****) 叫 

厂_このバの-ドをィ^5\??^^" 


I 0 K 


キサン t ル」 


已.[システム]ボタンをクリックする。 


^つ,' lilt' L *-T1. も夕に入 y 曲。ールのヘルブ坦） 

忘，.。話留其 J 為6总 j 敦舊； d A 為. 





藝 


Manacement Console は、 Web ブラウヴを w し巧店化一^ 
ce Server のをなヴービスやシステムなどの巧ち/を巧# f 


巨.[システムの停止]ボタンをクリックす 
る。 

しば6くすると本体の電源が0 F F 
(POWER ランプ消の）(こなります。 


梦 


システムの再拉勒 I 


7. 周辺機器の電源を 0FR こする C 


知つておさたいこと 
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UID スイ、ソチ 


UID ランプ 


前面にある UID (ユニ、ソ HD ) スイッチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消なします。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守 
する装置を磕認してから作業をすることをお勧めします。 




本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 
す。 


UID スイッチ〜ヴーパの確認〜 


複数の装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には rUID (ユニ、ソト ID ) ランプ」がも設けられてい 
ます。 



□□□□□□□□□ 


0 OO 廳瞪 
ク〇〇廳圆 

©ocr^ 
も 
の！~~ 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存(ライト）を行うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）を使用することができま 
す。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじ完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

^ • フ□、ソピーディスクをセットした後(こ本体の電源を ON (こしたり、再起動するとフ□、ソ 

にエツタ I ピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こシステムがないと起動できませ 

ん》。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクが壊れると保存されているデータが使えなくなります。次の点にを意し 
て取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き a んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで<ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 


知つておさたいこと 
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フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 
ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き a み時 W 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 



ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 


トスイ、ソチで行います。 


フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本体に添がされて 
いるフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
















CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み出)しき用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 




A ミ主意 


ga\ 

1装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

1 ♦ CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


知 

ご 

て 

お 

さ 

た 

い 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 

1.CD-ROM を CD-ROM ドライブじセツトする前に本体の電源が ON (POWER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを確認する。 


2. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD-ROM の文字が印刷されている面を上 
じしてトレーの上(こ静かに、確実(こ置 
く。 


己.ち図のようじ片方の手でトレーを持ちな 
巧ら 、もう一方の手でトレーの中んにあ 
る□一夕一部分(こ CD-ROM の穴がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 
る。 


CD トレーイジェクトボタン 
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目.トレーの前面を軽<押して元(こ戻す。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと 
同じように CD トレーイジェクトボタンを押してトレー 
を引き化します。 


アクセスランプが点なしているときは CD じアクセスし 
ていることを示します。 CD トレーイジェクトボタンを 
押す前にアクセスランプが点なしていないことを磕認し 
てください。 



ち図のように、片方の手でトレーを持ち、ちう一方の手 
でトレーの中ムにある□ーター部分を押さえながら CD - 
ROM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレーから取 
り止)します。 


CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 

取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り出)します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を 
OFF (POWER ランプ消好）(こする。 


2 . 直径約 1.2mm、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD-ROM 前面ち側にあ 
るエマージェンシーホールに差し 3A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 



• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やすいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD-ROM び 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 



ホール 


3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

己.トレーを押して元(こ戻す。 
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CD-ROM の取り扱いについて 

CD-ROM を破損しないように次の点じを意して取り扱ってください。 

♦ CD-ROM を落とさないでください。 

♦ CD-ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ CD-ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいじ置いてください。 

♦ キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD-ROM じ書き么まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいてください。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 


知つておさたいこと 
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■ J セツ 


本装置が動作しなくなった場合は、次の方までリセット、またはシャットダウンすることが 
できます。 


クライアントマシンか5のリセット 


15ページの電源を OFR こする手順を参考じして 
[Management Console ] の画面が表示された後、 
[システム]ボタンをクリックしてください。 
表示されたダイア□グボックスで[システムの再起 
動]をクリックするとシャットダウン処理の後、シ 
ステムが再起動します。 



■: 再起動の完了は通知されません。 

rpn 


強制電源切断 


クライアントマシンからシステムをシャツ 
トダウンできなくなったときや 、 POWER 
スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなく 
なったときに使用します。 

本体前面にある POWER スイ、ソチを4秒ほど 
押し続けてください。電源が強制的に OFF 
になります。（電源を再び ON じするとき 
は、電源 OFF 離制電源切断)から約10秒ほ 
ど待ってから電源を ON にしてください。） 


驟親瑶獨獨親殺を發帶端端。ぶ^^^^^^ 

。 □ I 口〇ミミ？日③〇③0 


4秒 U 上押し続ける 
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